
 

 

課題抽出の方法について 

 

 

１ 「課題」とは 

 

 

２ 資料３「課題抽出のためのワークシート」による展開手順 

 

 

                           

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

目指す姿 現 状 

① なぜギャップが生じるのか、何が不足してい

るのか考える。 

② 複数ある問題の中から、取組むべき課題を設

定する。 

課 題 

ステップ１  

なぜギャップが生じるのか、問題は何

かを出す。 

 

 

課題を選定する際の視点 
 

 課題としての緊急性 

 課題の重要性（目的や目標達成に直結する課題かどうか） 

 課題としての取り組みやすさ（緊急性や重要性を鑑みた上で） 

 

ステップ２  

ギャップを生んでいる問題の中から、取

組むべき課題を選定する。 

課題が抽象的だと対策も抽象的になり、

対症療法的なものとなりやすくなるた

め、課題は具体化する。 

 

例）よく見られる課題 

「医療機関と介護関係者の連携が弱い」 

↑ 

いつ（どの時点）の連携が弱いのか？ 

何のための連携が弱いのか？ 

誰と誰の連携が弱いのか？ 

       


